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令和元年度第１回高砂市総合教育会議 会議録 

 

 令和元年１０月２４日（木）高砂市総合教育会議を高砂市役所南庁舎２階会議室１にお

いて開会  

 

 出席委員  

  市長      登  幸人 

  教育長     衣笠 好一 

  委 員     山名 克典 

  委 員     吉田 美香 

  委 員     神尾 信作 

  委 員     布施 隆志 

 

 出席事務局職員  

  企画総務部長              永井 幹雄 

  企画総務部総務室長          荻野 章広 

  企画総務部総務室総務課長        樽󠄀家 正治 

 

  教育部長                永安 正彦 

  教育部教育推進室長          阿部 伸也 

  教育部教育推進室教育総務課長      北野 昌代 

  教育部学校教育室長          赤松 祐人 

  教育部学校教育室学校教育課長     横山 善彦 

 

 傍聴者 

  ２名 

 

 本日の議事  

 （１） 情報教育環境の整備について 

 （２） 学校施設への空調設備設置後の利用状況について  

 （３） その他 
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○事務局  

  これより令和元年度第１回高砂市総合教育会議を開会いたします。 

  まず最初に、市長から御挨拶をお願いいたします。  

 

○登 幸人市長  

  令和になりまして第１回目の総合教育会議でございます。開催いたしましたところ、

お集まりいただきましてどうもありがとうございます。そして、また、教育委員の皆様

方には平素から高砂市の教育行政、あるいは高砂市の子供の健やかな成長に御尽力を賜

っておりますことをお礼を申し上げたいと思います。  

  きょうは情報教育環境の整備についてということで、それをメーンに御意見等お伺い

させていただきたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。あり

がとうございます。  

 

○事務局  

  ありがとうございました。  

  本日は、全ての構成員の皆様に御出席いただいております。出席者の御紹介につきま

しては、出席者名簿をもってかえさせていただきます。  

  それでは、これから議事に入らせていただきます。  

  本日は、情報教育環境の整備についてと学校施設への空調設備設置後の利用状況につ

いてを議題とさせていただいております。  

  高砂市総合教育会議運営要領第４条の規定により、市長が議事進行を行うこととなっ

ておりますので、これからの進行は市長にお願いいたします。  

  よろしくお願いします。  

 

○登 幸人市長  

  それでは総合教育会議、今から議事に入らせていただきます。  

  進行をさせていただきますので、御協力よろしくお願いします。  

  まず、議事の１番目でございますけれども、情報教育環境の整備についてということ

でございます。小中学校で今はコンピュータ学習ということで、もう既に進行しており

ますけれども、新しいことと言いますか、ツールとしての電子媒体と言いますか、そう

いったものを使って、より理解を深めていこうと、また教育水準そのものへ寄与してい

こうということで、国のＩＣＴ教育環境ということで、２年ほど前に打ち上げられてお

りまして、既に国のほうでは進めておる最中でございますけれども、その国の方針と言

いますか、そういったものがどういう内容なのかというのと、それと今、高砂市のそれ

に対する現状について教えていただきたいと、そして今後の高砂市のＩＣＴ環境も含め

た電子教育という意味ですが、媒体を使っての教育のあり方と言いますか、そういった

ものについてどのようなお考えでおられるのかにつきまして教えていただきたいという

ことで、この一番目の情報教育環境の整備についてということで議題とさせていただい

ておりますので、まずこれから入っていきたいというふうに思います。  

  二点目は空調設備、この７月には間に合うようにということで設置をさせていただき

ましたけれども、設置の状況について、結果としてどうだったんだということを教えて

いただきたいと考えております。  

  主にその二つでございます。また、それ以外にもこの二点以外にももしありましたら、

その他のところでそれぞれ意見交換できればと思ってございます。 

  どうぞ最後までよろしくお願い申し上げます。  

  まず、一点目の情報教育環境の整備について、国の方針及び高砂市の現状、そして今
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後の高砂市のあり方ということについて、教育委員会から教えていただきたいと思いま

すので、よろしくお願いします。  

 

〇永安正彦教育部長  

  それでは、資料をお配りしましたので資料の御説明をさせていただきます。  

  総合教育会議資料１ページをお願いいたします。  

  「今後の高砂市の情報教育環境整備について」という資料でございます。  

  まず目標といたしまして、１日に１授業分程度、児童・生徒が１人１台で学習できる

環境を整備したいと考えております。  

  新学習指導要領におきまして、「情報活用能力」を育成するために総則で「情報手段

を活用するために必要な環境を整え、これらを適切に活用した学習活動の充実を図る」

というふうに明記されております。また、文部科学省は「平成３０年度以降の学校にお

けるＩＣＴ環境の整備方針」を公表し、ＩＣＴ環境整備の目標を示しておるところでご

ざいます。その大きな目標といたしましては、３クラスに１クラス分程度のパソコン、

タブレット等を整備したいという目標となっております。  

  中段になりますが、環境整備の考え方、これは高砂市における考え方でございます。

段階的に環境整備を進め、体系的なカリキュラムにより、プログラミング教育を全ての

小学校で実施したいというふうに考えております。  

  まずステージを分けまして、段階的に整備してまいりたいと考えております。  

  まず、ステージ０は現状でございます。各学年１台の大型掲示装置・実物投影装置を

移動させながら、各教室で授業をしております。また、各小中学校３台のタブレットＰ

Ｃを活用して、各教室で学習指導をしております。コンピュータ教室でプログラミング

の授業等を受けることができるようになっております。これが現状でございます。  

  ステージ１といたしまして、各学年にもう一台ずつ整備いたしまして、各学年に２台

の大型掲示装置・実物投影装置を移動させながら、各教室で授業ができるようにしたい

と考えております。また、児童・生徒がタブレットを用いて、グループ学習、プログラ

ミングの授業が受けることができるようにしたいというのがステージ１でございます。  

  ステージ２になりますと、大型掲示装置・実物投影装置がもう１台ふえまして、各学

年３台となります。また、タブレットにつきましては児童・生徒が週１回程度タブレッ

トを用いて、１人１台の環境で学習ができるようにしたいと考えております。また各教

室では各個人でプログラミングの授業を受けることができるという環境を目指したいと

思います。  

  ステージ３におきましては、全ての教室に大型掲示装置・実物投影装置を常設したい

と考えています。そして児童・生徒が毎日タブレットを用いて１人１台の環境で学習が

できる環境を求めてまいります。  

  次の２ページをお願いいたします。  

  各ステージごとの台数等の計画を先ほども御説明いたしました内容に沿って、表とし

て記載しております。  

  まず、教師用タブレット端末でございますけれども、ステージ１におきましては各小

学校に６台の合計６０台。中学校におきまして各中学校３台、合計１８台を整備したい

と考えております。児童・生徒用タブレット端末につきましては、学校に１０台いうこ

とで１６校、小中ございますので１６０台。それと特別支援学級用として４１台を整備

したいと考えております。大型掲示装置・実物投影装置につきましては、先ほどお示し

しましたがプロジェクター、また書画カメラを各学年に１台追加ということで現在７８

台を考えておるところでございます。ソフトといたしまして、授業支援システムを１６

校全校に導入。またタブレットを想定しておりますので、各教室に無線ＬＡＮを整備し
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たいと考えております。それとこういったＩＣＴ環境を活用するための支援といたしま

して、ＩＣＴ支援要員を２名配置したいと考えております。合計といたしまして、タブ

レットの台数が２７９台、大型掲示装置等は現状のものと合わせまして１５６台となり

ます。 

  ステージ２になりますと各教師に１台ずつ行き渡るような整備をしたいと考えており

まして、７８台に加えまして３３０台の追加をしたいと考えております。それと児童生

徒用のタブレット端末は各学校に１クラス分を追加して整備したいと考えておりまして、

１６校で４８０台追加したいと思います。大型掲示装置はステージ１と同じ台数７８台

をここでもしてまいりたいと思っております。一番下になりますが、タブレットがこの

時点で１，０８９台、大型掲示装置等が合計２３４台となる想定でございます。  

  ステージ３におきまして、教師用タブレットを既に整備済みでございます。児童生徒

用タブレットといたしましては、文科省が示しております基準に沿って３クラスに１ク

ラス分を追加整備したいと考えておりまして、それが２，９６０台の想定をしておりま

す。それと大型掲示装置等につきましては、各教室に行き渡るようにということで現在

７０台を想定しておるところでございます。それとＩＣＴ支援要員につきましては、文

科省の示している基準は４校に１名という基準がございますので１６校というところで

合計４名となるように配置をしてまいりたいという想定でございます。ステージに３に

なりますと、タブレットが全部で４ ,０４９台、大型掲示装置等が３０４台となるとい

う想定でございます。  

  その下ですが、学習の内容です。小学校１年生から３年生までは、ＰＣ操作やローマ

字入力、インターネットに触れる中でＩＣＴ活用能力を育んでまいります。小学校４年

生での「プログラミング」での教材につきましては、「 Scratch」というソフトがござ

いまして、これを使いまして、アニメーション、ゲームづくりなどを通じて、プログラ

ミングを楽しく体験しながら「プログラミング的思考」、いわゆる論理的思考を育んで

まいりたいと考えております。５・６年生では、先ほどの「 Scratch」をもとにした「 S

tuduino」というものがございまして、「Studuinoブロック」を使いまして、理科では

電気の学習セットを使ったプログラミング学習や総合的学習でのプログラミング学習を

進めてまいりたいと考えております。  

  また、家庭・地域との連携におきましても、ＮＨＫのコンテンツの活用を想定してい

るところでございます。 

  ３ページをお願いいたします。  

  ＩＣＴ機器を活用した実践事例と今後の課題をお示ししております。上段には、小学

校の算数と国語、また中学校の数学等にこのような活用ができるという実践事例をお示

ししております。  

  下段には、環境整備における課題をお示ししております。ＩＣＴ環境整備費用の増大

ですとか教員の資質向上、ＩＣＴ機器やネットワークトラブル、個人情報やセキュリテ

ィー管理が課題になってくるものと想定しておるところでございます。  

  ４ページ、５ページをお願いいたします。 

  ４ページにつきましては、文科省が示す整備方針でございます。５ページにつきまし

ては、高砂市の現状をお示ししておりまして波線のアンダーラインが引いてある部分に

つきましては、文科省の整備方針に沿った整備が既に完了しているところをお示しして

おるところでございます。  

  参考といたしまして、５ページの下段に近隣市の状況といたしまして姫路、明石、加

古川市の状況をお示ししているところでございます。  

  簡単ですが、資料の説明は以上でございます。  
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○登 幸人市長  

  まずこの資料から見ますと、「情報活用能力」を言語能力と同様の「学習の基礎とな

る資質・能力」と位置づけて、情報活用能力を育成するためにＩＣＴ環境を整えるとい

うことなんですね。それでいって、国はどういう形を目指しているんですかね。最後の

ステージ、０・１・２・３とあるけど、３を国は目指しているんですか。また、それは

何年後にこのようなステージ３までという形を目指しているのか。  

 

〇永安正彦教育部長  

  国が目指しておりますのが、ステージ３になります。具体的には４ページにお示しを

させていただいているんですけれども、それをステージ３で実現したいというふうに考

えております。国の計画といたしましては、２０１８年度から５年間で整備という計画

をもっておるところでございまして、２０２２年度が最終年度となります。国の計画で

す。 

 

○登 幸人市長  

  ２０２２年、３年後。  

 

〇永安正彦教育部長  

  残り３年となっております。  

 

○登 幸人市長  

  それで国がそういう形を目指していて、それで高砂の現状はこのステージから言った

ら今はどこにあるわけですか。  

 

〇永安正彦教育部長  

  ステージは０というところで、表ではお示しができていないですけれども、５ページ

にお示しさせていただいているのが現状となります。  

 

○登 幸人市長  

  ５ページ。  

 

〇永安正彦教育部長  

  ５ページに現状があります。  

 

○登 幸人市長  

  ２ページのところに１・２・３とあるでしょう。教師用タブレット、児童生徒用と、

これはステージ１から書いてあるからまだここまで行っていないという。  

 

〇永安正彦教育部長  

  はい、そうです。  

 

○登 幸人市長  

  今、これでいったら何台ずつあるんですか。  

 

〇永安正彦教育部長  

  教師用タブレットはございません。児童生徒用タブレットもございません。ただ、コ
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ンピュータ教室にノートパソコンが基本的には４０台整備されておるというところでご

ざいます。それと、大型掲示装置と実物投影装置につきましては、各学年に１台。申し

わけございません。教師用タブレットが各小中学校３台ございます。訂正いたします。  

 

○登 幸人市長  

  高砂市の現状が子供さんにとってどうなのかというのは生徒・児童にとってどうなの

かというのはまた後で教えてもらいますけれども、近隣市の状況とここに書いてありま

すけれども、これと比べたら高砂市はどんな位置づけになっているんだろう。一番最後

尾のランナーなのでしょうか。それではなしにだんごになっているうちの一つ。  

 

〇永安正彦教育部長 

  教師用タブレットにつきましては、姫路・明石よりはおくれているのかなというとこ

ろです。加古川市は一部設置済みですので、高砂市は３台ですので、数字的な比較はで

きておりませんがそういった状況です。  

 

○登 幸人市長  

  この１個、１個はわからないの。大型掲示装置、これは姫路はこんなんやけども高砂

市はまだここまでしかないとか、この順番にいって比較の中では言われないの。 

 

〇横山善彦学校教育課長 

  姫路市の現状でございますが、姫路市は子供用の学習用タブレットが本年度に入って

おります。３，０００台導入したということでした。明石市については、各学校に１０

台ずつ入っているという話です。加古川市はまだタブレットは入っていないのですが、

今年度検討中という話です。  

 

○登 幸人市長  

  そうしたら、近隣市の状況で書いてある例えば姫路市とか、みんなそれぞれ同じよう

なやつで並べてくれているけれども、教師用タブレットは各教室設置済みとあるけど、

これについて高砂市はどうなのですか。この上の現状でいうとどこに該当するのか。  

 

〇永安正彦教育部長  

  ５ページで言いますと、４行目の指導者用コンピュータです。学校に３台あります。  

 

○登 幸人市長  

  学校に３台というのは、各学校に３台。そうしたら、小中で言ったら４８台あるとい

うこと。  

 

〇永安正彦教育部長  

  そうです。  

 

○登 幸人市長  

  ということは、姫路市は各教室、明石市も各教室、加古川市は各教室一部、うちも一

部になるのか。そういうことやね。これ一部の度合いはわからないところで。この分に

ついては、姫路、明石はうちよりも大分先行している部分はあるということやね。それ

から、次の児童生徒用ＰＣですが、この上の表で言ったらどこなのかな。  
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〇永安正彦教育部長  

  それでいきますと、学習用コンピュータ、３行目の学習用コンピュータになりますが、

高砂市でお示ししているのはコンピュータ教室のものになります。それと、下段の姫

路・明石につきまして、コンピュータ教室のものは整備されていると思うのですが、そ

れ以外に各生徒用に各校１１台があるということで、高砂市はそこがないというのが現

状でございます。  

 

○登 幸人市長  

  そこの学習用コンピュータ、ノートパソコン４０台、この部分ではなしに、これにプ

ラスして、これはほかの市もこういう状況なんですか。 

 

〇永安正彦教育部長  

  はい。 

 

○登 幸人市長  

  それにプラスして児童生徒用のＰＣがあるということ。  

 

〇永安正彦教育部長  

  はい、そうです。  

 

○登 幸人市長  

  高砂市は。  

 

〇永安正彦教育部長  

  高砂市は今のところございません。  

 

○登 幸人市長  

  ないの。姫路・明石からはやっぱりちょっとこの部分についてはおくれているという

ことやね。加古川市とほぼ一緒かな。加古川もないんやね。  

 

〇永安正彦教育部長  

  加古川は現在ないと聞いております。  

 

○登 幸人市長  

  この現状はどのように捉えたらいいのかな。子供にとってはどうなのかな。学習意欲

も学習理解も、なかなか喚起できないような状況と言えるの。別にパソコンなんかなく

ても教えられる、理解できるということかな。現実に学校の現場でこういうようなタブ

レットを使ってとかコンピュータ入れていろいろと使って教室で勉強させるというのは、

現場ではどうなのですかね。ないよりあるほうが理解は進んでいるんだろうか。進むん

やろうか。  

 

〇赤松祐人教育部学校教育室長  

  現場でタブレットで映しながらであるとか、それを使いながら学習をしますと、理解

を助けるものの一つとなります。例を挙げますと、算数の立体を回転させたり、展開図

にしたりというのが視覚的にわかりやすくなり、理解を助けるというものになるという

のと、授業でわからないからおもしろくないという子も中にはいると思います。そうい
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う子たちが、タブレットを使った授業をすることで、今まで横を向いていた子が前を向

ける。そういう効果もあるというふうには聞いております。  

 

○登 幸人市長  

  学校の先生からしてどうなのですか。教えやすくなるんですか。それか子供の反応が

見えやすくなるんですかね。そこら辺はどうなんですかね。  

 

〇赤松祐人教育部学校教育室長  

  十分に使えるというのがまず前提にはなってくると思うので、そこについてはどの先

生も使えるように研修も必要ですし、どんなデジタル教材を使うのかというところも、

これから考えていかないといけないことと思います。当然今使っている方たちは効果が

あると考えて使っていただいているという状況です。  

 

○登 幸人市長  

  学校の先生から見たら、こういうようなタブレットを入れてこういう教育環境を整え

るというのは望んでおられるでしょうか。それか今までどおりペーパーでいくという先

生もいらっしゃるんですかね。そこら辺どうなんですかね。  

 

○山名克典教育委員  

  いいですか。僕自身の理解の問題ですけれども、結局今のＩＣＴを使っての教育とい

う形の根底にある政府の考え方というか、国の考え方そのものは、結局パソコンはもう

必須条件だという形の考え方で、みんなが使えなきゃならないだろうということで、実

際今言われた教室にはいろいろあって使う使わないの状態の中では、各家庭にあるない

かですごく差がある。だけれども、それでは困るということで各みんなが必ずさわれる

ような状況をつくりましょうという、だから言葉の中にあるようにパソコン・タブレッ

ト何でもいいんですけれども、結局それもう常に日常的なツールとしては絶対条件だと

いう、パソコンそのものはこのツールは文房具と一緒やと書いてありましたけれども、

結局それと一緒でこれをしなさいというそれを一気に進めようという、ここ三、四年、

五年の間にしなさいということで、結局そうしたら何が大事なのかと言ったら、まず入

れなさいということが出てきていると、入れなさいで、あとは使い方に関してはあって

それを使い、仕方ないから使いなさいと、僕はそこに来ていると思う。頭で考えてどん

なふうに使っていこうかということは、結局大きなビジョンとして最終的にはそれらの

ツールを使って実際どんな教育をしてどういう形でしていったらいいのかといういろん

な試案、ソフトがいっぱいあるけど、実際今一番わかりやすいのは今言った算数の立体

形とか理科の実験とか、あるいはそういった特別支援学級のところでは結局その子に応

じたアプリがあって、ソフトがあって、そうしたらそれに非常にわかりやすいものがあ

って理解しやすい状況、いろいろ出てくると解説しやすいという、いろんなことを解説

しやすいという、いっぱいそれなりのソフトを使って言葉だけでは一方的に言っていた

形が伝わらないのが、非常にわかりやすくなるということで非常に使いやすいというこ

と。だけれども、最終的にはどんな勉強の仕方をしていって、何をどういう形の成果を

得るための算数にしたって、立体だけわかったらいいのかということになるし、１個、

１個のこと、理科にしたっていろんな文章の問題だって結局どういうものが出てくるの

かという、社会なら社会での社会的な歴史が出てきたときにはその中に昔のバーチャル

な形でいろんなものが出てきたとしたら理解しやすい。それで世界的なことも世界の歴

史一つの流れでも、結局日本の歴史と世界の歴史が同時に一緒にデータを比べられてい

って、世の中の変化、本当にグローバルな形で捕まえることができてわかりやすい。本
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当にグローバルな考え方で理解しやすいということで、今までの一方向からの教育とい

うのが大分違ってくるだろうと、実際に今、一方向と言いましたけれども、昔だったら

テレビ教育というのがあったと思うんですよ。テレビで例えばＮＨＫの「理科の時間」

とか、それなりのものが時々あってできるだけ大きな画面でテレビを見ていましたけど、

そういうのが結局アクセスしていって結局質問していったり、あるいはその中にもっと

深くただただ一方的に聞くんじゃなくて結局そこに中に一緒に入っていって、さらに波

及したことへの展開を進めていけることもあってすごくいいというのがあるので、使う

方もそれをどんなふうに使うかは先生の力量によるだろうと思う。それと、簡単に言い

ますと、教育の中であったらタブレットを使うようにしたら、タブレットは双方向での

勉強の仕方として今教室で紙に書いて何かしているということで、見て回っていく、何

をしているかというような子たちをいろいろしていけるのが、タブレットを使うことに

よって実際にその子の一つの例としてあるのは、僕の知っている中では各一人一人がタ

ブレットを持って勉強していたという人は、そこに書いていく形。思考過程、計算の仕

方を書いていくようなものが、瞬時にその先生のところで見ようと思えばわかるし、そ

こで個別にそこの使い方として、ということで結局ここはここ、ここはここですよとい

う形でのタブレットの中で教えていけるようなことがあったり、そこでの双方向のやり

とりができていく。どんなふうに使うか、本当に今から全然僕らの領域を、僕らの考え

方よりもすごく進んだ形で先生がいい方法、いろんなことを考えてくれるだろうと思う。

やっぱり根底にあるのは設備を整えなさい。そしてそれをいかに利用していくかは、や

っぱり先生方と相談、先生方の力量に応じて考えていってくれて、最終的にはこれは使

ったらどういう教育ができてどういうメリットがあるかという考え方を自分できちんと

位置づけをしてくれて教育してもらわないとだめだろうなと思う。市長が言われたよう

に、先生がどう思っているのか。うっとうしい、ややこしいということになったら大変

だということで、結局そうしたら使う以上はデータの入力にしたって細かくしていかな

きゃならないし、入れ方そのものはデータを入れるのは誰かが入れてくれているわけじ

ゃなしに、子供の成績とか何にしたって全部自分が入れていかないといけないから、そ

れなりの代行してくれる人もいるかもわかりませんけれども、実際にそれなりの中に入

れていくインプットという作業がどんなふうに思われているのかなということで、それ

を逆にデータとして使うときには蓄積したものは正しいものでないといけないので、そ

れなりのデータ入力と言われている苦痛を感じながらやっていったりしたら、大変なこ

とになるかなと思うので、一言ではなかなか今言えないんですけれども悩み事もいっぱ

いあるけれども、最終的には結局先生方が本当にこれを使ったらどんなふうな教育がで

きるかという、そういうビジョンを持って対応してもらわないと高い意識をもってして

くれないと、宝の持ちぐされになるのも国のパソコン業界を結局繁栄させるために買え、

買え言っているだけになったら、教育はそれに翻弄されるんじゃないかなということも

あるけれども、世の中の流れとしてはやらなきゃならないのは現実で、ほかの地域に比

べたら、設備がおくれているのは悲しいかなと思うので、ある程度のものは設置してい

ただいていかなきゃならないなと思います。  

 

○登 幸人市長  

  もう一言だけ教えていただきたいことがあります。あと教育委員からお考えをお聞か

せ願えたらなと思いますけれども、もう一度だけ先ほどの山名委員のほうからもお話が

ありましたけれども、学校現場で学校教師はこういうようなツールを入れてそれを教育

の中で活用できるという、そういう準備というのか、そういうのはできているのですか、

今現在。例えば、さあ入れてくれと、さあすぐにでも欲しいんやと教育の中で使いたい、

現場で使いたい、と言っても教師がそれ自体をどう使っていくかということでしょうし、
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その準備は今現在ではできていると言えるのですか。状況としては。物さえ入ったらす

ぐできますよというような、特別な研修とかはあるんですか。国がこういうような形で、

入れなさい、進めなさいと言っていますけれども、文科省からか県の教育委員会からか

わかりませんけれども、教師を対象にしたこういうＩＣＴ教育の研修みたいな、どう活

用していくんやとか、そういうのはあるんですか。  

 

〇赤松祐人教育部学校教育室長  

  現状はプログラミングの研修は今年度から計画的にやっています。タブレットを使っ

た授業研修というものについては、まだ計画できていない状況です。学校で３台ある状

況だとお伝えしましたけれども、３台ということもあると思いますが、使う先生が限ら

れてくるということもございますし、使いたい時間がどうしてもかぶってしまうという

状況もあります。今３台ということで、少ないということもあるんですけれども、もっ

と入れることで先生たちが使える環境になって今十分に使えていないような人も使って

みよう、使った授業をしようというような意識の向上にはつながっていくかと思います。

ただそれにつきましては、どんなソフトを使うということや先生方の工夫であるとかの

研修も必要だと思うんですけれども、使い方そのものの研修であるとかについては今後

また計画に沿って検討する必要があると考えています。  

 

○登 幸人市長  

  現実に例えば生徒１人、児童１人について１台、タブレットを配備しました。そうな

ったら教科書はなくなるんですか。もう全部タブレットになる。  

 

○衣笠好一教育長  

  紙媒体というか紙面で教科書もそうなんですけれども、そういうようなもので学習を

するということにもメリットがありますので、例えば基礎的なことをきちっと内容を理

解したり自分で書いたりとかいう面では、タブレットを指で操作するよりはしっかりと

それを基礎的なことを学ぶときは紙、プラス自分でいろいろ意見を述べたりイメージし

てそのイメージが広がったり、発表したり、発展できる学習をする面ではタブレット端

末。両方をうまくブレンドして学習していくということが求められています。それぞれ

のよさがありますので、教科書がなくなるということはないですけれども、ただデジタ

ル教科書というのができていますので、それを利用して今言いました電子黒板を大型掲

示装置につないであらわす。例えば、火山が爆発するようなものも、火山は教科書で見

たら写真だけなんですが、それが動画でマグマが噴出しているような状況なんかも見ら

れますので、すごくリアル感をもって印象に残った形で子供たちが学べるという利点も

ありますので、デジタル教科書というのは普及していくと思いますけれども、全くなく

なるということはない。なくなってしまったら教科書は無償で配付していますので、全

部にそういうものを子供たちに提供するともう膨大な予算になると思いますから、なく

なることはないと思います。  

 

○登 幸人市長  

  こういうのは進んでいって、タブレットだけで見て、私が一番心配しているのは先ほ

ど言われたように書くことができなくなる。パソコンを指でぺんぺんぺんぺんするのが

できて、読めるのは読めますけれども、いざ書けと言われたら、それと読んで調べたら

すぐ出てきますけど、意味合いがなかなか理解をした上で書けるのかなと、言葉の意味

を理解しないと発表するにもしゃべるにもなかなかできないし、コミュニケーションの

ほうで影響してこないのかなという心配もあるのはありますね。紙で見るというのは、
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私は郷愁の意味もあるかもわからないけれども、それは大事なことなんじゃないかなと、

それをなくしてしまったらどうなのかなと思うのは思いますね。それは心配の部分です

けれども、もう一つだけ、学校で入れようとしたときに教師の準備、あるいは教科ごと

の学習の準備というのは時間がかかるんですかね。さあ来年から入れるよ、４月から入

れるから予算をとって入れるよと言っても、そんな現場でそんなん持ってこられたって

すぐには活用できませんよと、やっぱりこういう手順を踏んでいかないと、そういう手

順みたいなものを準備すべきものはあるんですか。  

 

○衣笠好一教育長  

  例えば、大学なんかでは学生は、そういう電子黒板であるとか、デジタル教科書を使

った授業なんかの学習をやっていますし、３０代の方は多分ものがあれば使えると思い

ます。ただ、それより上の４０代後半、５０代の方というのは個人によって上手に扱え

る方堪能な方もおれば、敬遠される方もおられる。そこは今言いましたように、研修を

しながらというような形で入ったからすぐに使えるかというのは、なかなか難しい年代

層とか個人的な差はあると思いますけれども、今言っているステージの１ぐらいまでの

教師が場面においてタブレット端末で一斉学習するようなときに使うぐらいは、もうほ

とんどの教員はできる。 

 

○山名克典教育委員  

  勘違いしてはいけないのはＩＣＴ教育、 eラーニングにしたって、結局これは学校の

授業の中の全てがタブレットやパソコンを使って、あるいは大画面をつけてするわけじ

ゃなくて、結局ある一部分の授業をやる単位であって、結局全てがこのパソコンを使っ

た、あるいはタブレット教育に全て入るかというと絶対入らないと思っています。それ

なりの字を書いた分、ペーパーの上での字を書いたもの、あるいはいろんなものは残っ

ていくし、いろんな工作にしたって自分で見ていく、そのサポートする形として結局タ

ブレットを使うことがあったとしても、実際には具体的に手でさわっていくし、ペーパ

ー媒体で結局それでしていく勉強は必ずついてくると思う。タブレットなりパソコンを

使ったとき、実際学校の中でいろんな検索をしていくということは生徒は無理だと思う

んです。させないようにすると思うんですけれども、結局そこは偏った一つの情報しか

出てこないので、いろんな勉強、いろんなことをしていくときに例えばの話、この前神

戸新聞の人が話していた分もあって、ビジネスの新聞もデジタル化していくとき、そう

したときに記事そのものが偏るし、結局そうしたら読む人は大体そっちのほうの偏った

ほうへ偏ったほうへデータをとっていくようになるので、それと一緒で結局新聞そのも

のは紙面が、やっぱりその人が言ってて、あらゆるものが入っている。紙媒体の中には

いろんなこと、教科書の中にはいろんな文章の行間がとって行を変えている。いろんな

ことの行間を読み取る形の感覚というのはタブレットでは味わえないという、それでい

ろんな記事が不足して違うものが載っている。そういういろんなものを知るために紙が

大事であって、特に僕は新聞も大事で新聞をとらないでタブレットだけで日経のいろん

なもの読んだり、どうのこうしていたって知識が偏りますから、それは情報の取り方が

偏ってしまうので、好きなものだけ見ていくし、偏ったことだけ見ていく、そういうの

は教育の中であり得ないし、そういうのはだめですということの教育もしながら、非常

に便利なツールとして使う形はあってもペーパーを使った形の勉強、いわゆるバランス

感覚、それなりの文字を覚えていく、いろんなことに関してのいろんな実物そのものを

見ていく。ＩＣＴ教育とか eラーニングにしたって、これらのもんはどれだけのウエー

トを占めてくるかと言ったら、今言ったように各教室で３クラスで１週間のうち１日の

時間が使えるような形があったらいいというような形であって、実際に学校におられて
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全部そればっかりやっておるわけじゃなくて、結局１日のうち１時間とか、あるいはそ

のぐらいの使い方、それを使って有効な授業のレベルアップを図れるような、わかりや

すい、理解しやすいような授業をするためのツールとして使う。そういう形があり得る

ということであって、それがメーンにならないと僕は思っています。だからそういう形

を知っておかないと、変に幻想を持つし、そういうようになったら困るという感覚にな

ってしまうので、やはり機械に踊らされることはないので、本質は本質で違うんだろう

ということで、そこは明確にしておかないといけないと思うんですけれども。  

 

○神尾信作教育委員  

  ちょうど来年小学校がプログラミング教育のスタートになります。これは夏休みまで

かけて新しい教科書を採択したのですが、そのときにたくさんの教科書会社の教科書を

ずっと見ていくわけですけれども、そのほとんどの教科書会社が何百ページもある１０

０ページ前後ある、その教科書のところどころにＵＲＬ、そこにタッチすればすぐＩＣ

Ｔですぐ必要な情報のところにいけるような、片隅にそういうところのマークをつけて

いる、そういう教科書会社がほとんどでしたね。ということはもう、先ほどの教師のス

キルはどうかということになりますけれども、そこに行けばすぐに必要なデータがそこ

からもれなく子供たちに伝わり、そしてそれを使って教師が操作をしていけばいいとい

うことで、その段階については、もちろんペーパーといろんなネット上の情報とが混在

して、上手にそれを使って教師が授業を進める。それも全てそうじゃなくて、ある単元

に一つみたいにぽつぽつぽつあるわけですね、ですからそういうことの形にこれからＩ

ＣＴを使って授業は進められていくのかなと、そんな気がします。  

 

○布施隆志教育委員  

  いいですか。私、サラリーマンをずっと長くやっていて、時代の流れというのもよく

見てきたんですけども、今、ＩＴ革命という以降、もう工場だとか、要は医療オフィス

も含めてさま変わりしているんですよね。何かっていうと、今まで人手が何でもやって

いたのが、全てコンピュータ化されて、それでロボット、ＡＩ、どんどん進んでいって

いるんですね。そうすると、ＡＩロボットだとかＩＴ、ＩＣＴのことを知らなかったら

どんどんと、現在もそうやけど未来においては取り残されてしまうと思っています。小

さいときから、そういう機会があればもちろん皆さんに触ってもらいたい。そういうの

に早くなれてほしい。  

  今、ＩＴ教育はもう全国的にどんどん進めている状態で、今、近隣の高砂に対して、

加古川、明石、姫路という話をしましたけど全国のレベルはもう既に調査されています。

文科省が出した市町村の教育委員会の研究協議会という資料があります。それには、Ｉ

ＣＴ教育の、要は整備状況、現状というともう調べてあるんですね。高砂とこの現状を

やっぱり比較すべきだと思います。やはり日本全体で今、取り組んでいるんだから、日

本全体でどうなのかというのを比較しないといけない  

  そこで、私もちょっと比較表をつくってみたんですけども、現状、例えば２０１８年

３月からことしの３月にかけてですけども、大体教室用コンピュータ、子供たちが使う

コンピュータはどのぐらいありますかっていうと、５人から６人に１台、備えつけてあ

るんです。それが全国平均です。少ないところで大体８人に１台。多いとこだったら、

もう２人に１台という状況。もうこれにも既に書いてあるんですね。  

  高砂はというと、今、タブレットは子供たちが簡単に使えるようなものありません。

単純にコンピュータ室まで行って、ぞろぞろぞろと行って使えるのが、各学校に１教室

分しかないですね。それを生徒数で割っていくと、１１．４人に１人の状態です。とい

うことは、最低レベルと言われている約８人よりもさらにおくれをとっているというの
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が現状です。  

  その他、教師関係もやはり教育はしなければいけないというのはもちろん文科省も言

っています。そのために何が必要かというと、ＩＣＴの支援員をどんどん入れてくださ

い。それと担当者を決めてください。また、学校にもその担当を決めてやってください。

それはもう既に話が出て、どんどん進めているのは進めているんですね。ただし、高砂

は次のステップでやりましょうという考えなので、もう既におくれを取っているという

状態でいるのが現状です。  

  今の現状は平均レベルまでいくとなるとどのぐらいいる、どこまで進めていかないと

いけないかというと、高砂計画のステップ２までいかないと全国の平均にまで到達しな

いんです。２ということは、２０２１年のレベルまでいってやっと子供たち用のパソコ

ン関係がやっと５．５人に１台というレベルに達する。  

  やはり子供たちの環境というのはやはり、不公平感があってはいけないと思うんです

ね。教育環境というのは。特に一番怖いのが、各家庭にもうタブレットあるじゃないか。

それを使ったらいいやないか。それを使える人はいます。貧困の家庭の子供たちはタブ

レットを持っていますか。家庭にありますか。ないですよね。どこで使えるチャンスが

あるんですかって学校しかないんですよ。学校でやっと使えて、そのレベルなんですね。  

  おのずから我々としてはやはりそういう子たちのことを見捨てるわけにはいかないの

で、ぜひもう今、ステップ０の段階を１、２ではなくて、もう２まで飛ばしてほしいぐ

らいです。じゃないと、ＩＴに乗りおくれて地域全体の格差と言われている教育間格差、

これがもう既に生じてきているという。  

  高砂の子たちが、９年間、６年間、３年間育った後に、ほかの全国の子供たちと比べ

て、ＩＣＴの教育レベル、実践レベル、どうなのかというと、もう既にガラパゴス化と

いう状態に陥っていると思いますね。これ９年間で。  

  私が強く言いたいのは、予算をもう少し取ってほしい。それでどんどん早く全国並み

に入れてほしい。もちろん教師たちのレベルも上げるためには、ＩＣＴの支援要員を入

れて、また教育も推進して、ワーキングチームでもつくってどんどんやらないと、もう

既に２年おくれている状態で返せるわけない。というのが私の本心です。  

 

○登 幸人市長  

  先ほどの１１．４人に１人、それぐらいかなと思いますね。各学校に４０台入れて、

昔は３人で１台で使える、小学校やったかな。いや、中学校かな、３人に１台が使えた

と、やっと２人に１台でして、今、１人１台になっとるのかな。やっと今そこまできて、

そこでとまってるはずなんやね。そこから先へ移ってないですね。そこから先へいくの

に、このこれが、このような方針出したということで、今後、高砂がどういうような形

で進めていくのかなということできょう、お話させていただいたんです。  

  入れていって、これはどのぐらいかかるのかな。一番心配なのは、物だけ買ってくだ

さい。勉強するから買ってくださいって物だけ欲しがって、あと勉強しないというよう

なことにならないように、やはり我々は大人なんやから、そこら辺は注意しないといけ

ないだろうなと。お金を使った以上、そのお金の効果はしっかりとあらわしていかない

といけないと思うんです。  

  それでさっき聞いたのは、学校の先生方は準備できているんですか。  

  それと、その前に教育委員会としてこれに対する対応、方針というのか、そんなもの

は持っておられるんですかね。このステージ０から３までありますけど、これをどうい

うようなステップで、こういう今後進めていこうというのか、それは持っておられるの

ですか。年次計画というのか、将来的なというのか、中期の計画として、教育方針みた

いな、そんなものはあるんですかね。言葉ではあると思いますね。情報教育を進めてい
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こうって。それは、現実にはどうなんですか。  

 

○衣笠好一教育長  

  今、布施委員さんが言われたのは、主に子供たちがそのＩＣＴ機器の操作をするとい

うことだと思います。それを上手に使ってスキルを、操作スキルをアップして、社会に

出たときでも困らないという部分が大きかったんじゃないかなと聞かせてもらいました。  

  それとＩＣＴの活用という意味では、今、たくさん出ていました学習指導にそのＩＣ

Ｔの機器を使うことによって、子供がすごく理解をしやすいというか、興味を持って学

習できるという部分でいうと、今、ここのステージ１、２、３で示しているものの中の

ステージの１だったら、グループ学習ができるということで、例えば教師が場面に応じ

て、教師用のタブレット端末を利用して一斉学習をするというレベルから、今度はその

子供たちがグループの中で自分たちも触って学習できるということです。今はパソコン

教室へ行かなければできないという状況ですので、それを教室でもそれができるという

意味では、このステージの１が今後、特に必要になってくるかなと思います。これは２

０２０年、２０２２年までという話をさせていただきましたけど、これをまずその２年

ぐらい先には到達していただきたいという思いが強いです。  

  それで、これができないと、この各教室にそういう効果的な学習ができるのかどうか

いうところがなかなかかなわないので、１年、２年の間には整備できたらという思いは

持ってございます。  

  それと、そのステージ２になりますと、そのグループじゃなくて、それぞれの個人で

その学年に１台ずつ子供たちの前でできますので、今、布施委員さん言われたような児

童生徒が操作スキルも身につけるようなことは可能になりますので、これも早い段階で

していただきたい。  

  このステージ３につきましては、もう予算がいくらでもあるのなら、ありがたいです

けども、思いとしてはステージ３までという思いは強いですけど、ステージ１、２ぐら

いまではもう早急にしていただけたらありがたいという思いはあります。 

 

○山名克典教育委員  

  いいですか。追加ですけど、結局、その設備の設置、いわゆるパソコンの確保とかそ

ういうのがいろいろありますけど、結局そうしたときには、その有効利用に関しての結

局、ワーキングチームをつくって、結局教育委員会の中に情報教育に関しては、先ほど

言った理念、どんなふうな形で利用していこうか、費用対効果的なものどんなふうの形

に利用していこうかという、結局それを検証する、いわゆる実行していく、指導してい

く、そういうチームをやっぱりつくらないとだめだろうと。そうでないと、それなりの

人事とかいろいろあったりして、結局、なかなかそれなりの高砂市内でビジョンを持っ

て結局どんな教育をしていきたいのかと。ＩＣＴを使った教育は実際どんなふうな形で

学力の向上にせよ、いろんなことに関して、社会見分いろんなことに対しての、いわゆ

る利用していくに当たって、どういう使い方が、どういう教育の仕方がいいのかという

形の検証、チームつくって率先して誘導していく人たちね。指導していく人たちがいな

いと進まないと思うんです。いわゆる、置いたは誰もどれも各学校に置いて、お互い使

える人おるやろ、使える人おるやろうということである、そういうのでもだめだと思う

し。 

  それで、今、言われてたＩＣＴのこの結局、指導員、支援教員にしても結局一つの問

題は、テクノロジー、いわゆる技術的な形だけのパソコンの使い方、操作できる。教育

プログラムつくるときにはどれだけの教育的な思考を持って教育的な配慮を持った形で

プログラミング、いわゆるそういうふうにプログラムをつくっていく、あるいはそれな
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りのソフトをつくっていくのに対して知識のある人がやっぱり、教育いうものに関して

の興味のある人も必要ですし、それで教育経験者的な方たちが関与してこないと、教育

のこれなりのシステムをつくり上げられないと。  

  だから、支援員というのはすごく大事だと思うので、テクニック的な形のテクノロジ

ー、それなりの使い方とやはり、その高砂の今言った、ワーキングチームをつくってそ

れなりにやろうとしたときに対しての、結局、何かそれなりのプログラムアプリ、それ

なりのものをつくり上げようと言ったときのサポートしてくれる理解者いうものを本当

にね。それをきちんと本当、確保しなきゃならない。それがすごく大事なのは、ＩＣＴ

のこの支援員、要員というのが大事。この人らの資格、資格というか、教育に対する熱

意のある方でない限り、ただ単なる技術者であっては非常にうまく連携が取れなくて、

それなりのプログラム、教育システムをつくり上げられないんじゃないという、そうい

うのを僕は懸念しているので、やっぱり一つのチームつくって、積極的にいわゆる、各

学校からでも１人なり、あるいは２校に１人でもいいから、やはり長期計画を持った形

で考えていく。指導していく人たちを養成しないといけないかなという気はします。  

 

○吉田美香委員  

  済みません。このことに関しては、文科省は子供たちの２０年後、３０年後の社会を

想定して、そこで生きる子供たちの能力を今、培おうということで進めている計画なの

で、当然、今の教師の先生方には厳しいことを要求されて当然だと思うんです。今の世

の中にはないものを想定して、こういう教育は絶対３０年後にいるからということでや

っていくわけですから、ですけど、子供たちは実際その世界で生きていかなきゃいけな

いので、今、私たちが満足していることでは生きていけないと思うんですね。ですから、

先生たちには大変厳しいことをしていただかなきゃいけない状況だと思います。  

  ですけれども、今、２０代、３０代前半の先生方も大学でそういうものを使った教育

の仕方というのを勉強されて現場に来られているんですね。来られて、実際現場にない

じゃないかということで、御不満に思われている先生方も現実として多いことも事実な

んです。何で今どきこうなんだみたいな。ですから、使える先生方のためには、できる

だけ早く入れてさしあげて、それを利用して時間を短縮したり、いろんなことに使って

いただくべきだと思うんですね。  

  それと、子供たちの生活にはいろんな格差がありますから、全くタブレットを触れな

い子供っていっぱいいます。その子たちも、例えばもう今大学に行くと、パソコンで履

修届も出しますし、パソコンでレポートも出しますし、使えないということは許されな

いんですね。就職の条件にもパソコンを使えるというのは最低条件として必要ですから、

そうするとそこでもうはじかれちゃう。使えない子は、という現状が出てきます。  

  ですから高砂市の子供たち、どんな家庭の子であっても、触れる環境をつくってあげ

たいですね。学校で。学校でしか触れないので。ですから、ステージ２までいっていれ

ば、子供たちは触れると思うんですよ。全く触らずに学校を終えましたということはな

いと思うので。最低子供が触れる環境、それは絶対してあげたいと思います。  

  そして、ＩＴ機器というのは、使い道がやっぱり三つあると思うんですね。将来、子

供たちが文房具としてもう当然のものとして使えなきゃいけないという部分で、使いこ

なせるためにトレーニングとして必要。それと、あとは授業を効率的に合理的に、そし

て子供たちに夢を与えるような授業をするためには、私も個人的に音楽史のレッスンの

ときに大いに利用させていただいていますが、この時代の音楽というのはねって、言葉

で言うのも大事なんですけど、この時代の人ってこんな衣装を着ていて、こんな靴を履

いていて、だからこんなワルツが生まれてきたというのは見せるのが一番実感として子

供には響くんですね。ですから、そういう意味でも授業も短縮して物事できると思いま
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すし、口で説明するより見てもらう。それでも、非常に有効に使えると思います。  

  それと三つ目には、プログラミング教育というのはまた別なもので、将来子供たちが

どんな時代にどんな状況の中でも生きていくためには、とにかくみんなでアクティブラ

ーニング、一緒に考えて、一緒にこれがあったらいいなというものをつくり出していく

という能力がいるんだということをお聞きしたんです。そのためには、子供たち、プロ

グラミング教育であったらいいなとつくっていくということをするそうなんですね。だ

から、先生頑張っているから先生を癒したいなって子供が誰か言ったら、先生が授業何

分ぐらい経ったところで先生に対してロボットがアロマの空気をぱっと送ろうみたいな

ことを子供が思いついて、そういうものをパソコンでみんなでつくるとか、そういうこ

とをやっていくっていうんです。それはそれで、また別に意味でこういうものをやっぱ

り将来のためにそういう時代の子供たちのために絶対いるものなのだろうなと考えます。  

  ですから、この三つの使い方をきちんと先生方に習得していただく。このためにも、

非常に努力をしていただかなきゃいけないと思いますし、それ以外のところで必要以上

に使う必要はないと思うんですね。やはり紙じゃなきゃできない授業もありますし、人

間の声じゃなきゃ、心に響かないということいっぱいあると思うんですよ。デジタルの

音は聞こえない、不可聴音という周波数が高いのを切ってありますから、そういうとこ

ろがないと心に響かない、体に振動が来ないというような原理もありますし、記憶とい

うのは音とかにおいとかと一緒にね、記憶するという、そういうのは長期記憶につなが

るそうなので、そういう意味でも本を見ながら、本を触りながら、本をめくりながらい

ろんなものを音やにおいも含めて記憶するというのも大事だと思うので、上手に使って

いただいて、そして、ＩＴの中にのめり込んで個にならないように、しっかり授業中は

アクティブラーニングをして、子供たちが話し合って、一緒に認め合って物をつくると

いう授業も協同していかなきゃいけないと思うので、一番御負担がかかるのは現場の先

生方だと思います。  

  ですが、その御負担を考えて、導入を足踏みしてしまうと、一番主役の子供たちが将

来つらい思いをすると思いますので、そこのところはみんなで頑張っていかなきゃいけ

ないのかなと考えています。  

 

○布施隆志教育委員  

  いいですか。  

 

○登 幸人市長  

  はい。どうぞ。  

 

○布施隆志教育委員  

  このタブレットのとこで、各子供たちが持つことによって、私なんかやっぱり学力向

上だとか、その辺非常に興味を持っているので、その辺には応用がきくと思うんです。  

  というのは、お金持ちの子だとかは塾に行って先生にいろいろと教えてもらって、塾

で勉強してというところでレベルを上げることはできています。ただし、そうじゃない

家庭の子というのはもう学校で習ったことを自分で復習やったりするというのしかない

んですけども、例えばうちの子供の例を出しますと、中学生のときから、塾行かないか

と言ったら塾行かない、行きたくない。それから塾行かないんですよ。何やってるかっ

ていうと、塾行かなくても学校の勉強の復習だとかわからなかったところは、タブレッ

トの教育の、要は画像教育というのがあるので、それで全部勉強できるんですよ。  

  だから、例えば学校終わりました。放課後でがんばりタイムもあります。そういうと

きに自分の勉強でまだ不足したところをタブレット使って、その単元のところをもう１
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回復習し直そうか。きょう見てきたんだけども、小学生から中学生、高校生、算数、理

科、国語、社会、全てあります。全て細かい単元で全てあります。それは無料です。無

料でそれを勉強することができます。うちの子供が何やっているんだと思ったら、そう

いうので一生懸命復習やったり予習やったりしているんですね。そういう応用もきく。  

  だから、本当に格差というのは今、非常に世の中大変、問題になっているんだけども、

そこの格差を是正させるにも、そういうのを使うことも非常にできるわけ。うちの子供

の同級生はみんな塾に、多くの人が塾に行っています。だけど、うちの子供は塾行かな

いけども、勉強ができなくなったかというと、そうでもないという。そういうのも十分

応用がきくし、自分が子供に教えたとき、小学生のときですけども、中学受験のときに

一番教えにくかったのは、やはり算数でいうと立体図形の、そのどういうふうな積み木

の並び方で何個配置しているんだというのは、どうも紙で教えても全くもう理解しても

らえなくて非常に苦労した経験あるんですよ。それが、今現在はタブレットだとかそう

いう学習のツールを使うと、先ほど赤松先生が言ったように、簡単に形を変えてばらば

らにもできますし、いろんなことができるんですよね。そういうのっていうのは、普通

我々が一生懸命教えようと思っても、１時間かけてもできなかったことが、見れば、あ、

こういうことだったのかとわかるようになるんですよ。  

  だから学習においても非常に、それで調べもの、ＩＣＴというのは、要は情報をどれ

だけ取れるかという、情報というのはもう無数にある。いい情報もありますけど、悪い

情報もあります。もちろんいい情報は我々だって非常に入りやすくなっている。 

  もちろん世の中というのは、要はインターネットオブシングスということでほとんど

インターネットを通じて物を動かす時代になってきて、ＡＩも入ってきて、全ての産業

でそういうことになっているので、要は今、使えるそういうツールがあれば子供たちだ

って自分でどんどんどんどん意欲的に勉強もできるじゃないかと考えます。だから、ぜ

ひ子供たちにそういう環境をつくってあげてほしいと思います。  

 

○神尾信作教育委員  

  １点お願いします。 

  現役を退いて６年目になるのですが、ちょうど６年前ぐらいには給食にしますか、空

調しますかみたいなね。そんな議論があったときに、それ以降、一気にことしなんかは

給食センターも建ち給食が始まり、また空調もつけていただいて本当にたくさんの莫大

なお金を教育にかけていただいているのに、またこのＩＣＴの話、またお金がメーンの

話になって本当に申しわけないなというか、大変だなとは思うんですけど、でもやっぱ

りこれはしていただかなければいけないと思っています。 

  それで先ほど市長さんのお話にあった高砂市の現状はどうなんだということで、私が

知っているその現状ですが、一部かぶりますけども、タブレットは今、奪い合いになっ

ています。一番現場が欲しがっているのはタブレットですね。いろんなＩＣＴの機器が

あるのですが、タブレットが一番便利がいいということで。今、各校に３台しかないも

のですが、これはもう特に若手教師の中では奪い合いになっている。ただ、５０代の教

師については、これも先ほど話があったように、少し尻込みしている。ただ、この尻込

みというのは、使いたくない、使えないというよりも台数が少ないのでちょっと遠慮し

ている。その台数の関係で。ですから、これが３台が６台、８台になってくれば、当然、

ふだんの体験でそのＩＣＴの機器の便利さというのは当然５０代でも６０代でもわかる

わけですから、とっつきにくさはあるかもしれないけれども、十分その便利さを体感し

てどんどん使っていただけるかなと思っています。  

  あと他市からの異動してくる。例えば私が知っているのは加西市、小野市から来た教

師については、高砂はこれだけしかないのかということで教本をつくり直さなければい
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けない。以前の勤めておった市ではＩＣＴを使って、それなりの授業ができていたけど

も、高砂市では今、使えないのでもう一遍教本つくり直して新たにしなければいけない

ということを聞いたりしています。  

  あと、あとは保護者の意識もこれだけいろんな情報が出ている時代ですから、保護者

のＩＣＴ教育に関する意識も非常に高い。関心が高いので、これで例えば高砂市がやや

おくれてくると保護者の感じはどうなんだろうということを心配している、そういう管

理職、教師もおりますので、いろんな部分から切り取ってもお金のかかることであって

大変だけれども、何とか現場も優先順位が多分あると思うんです。  

  先ほど出たデジタル教科書というのもあるのですが、これはもう必要性からいえばニ

ーズからいえばかなり下位。ですから、その辺の有効性というか、ニーズに合わせて上

手に限られた予算を使っていただきながら、何とか整備をしていただきたいなと、そん

なことを思います。  

 

○登 幸人市長  

  こういうコンピュータに支配された世界というのは必ず来ますから、支配されたとい

うよりコンピュータと向き合いながら暮らしていく、そういう環境がもう必ず来ますか

ら、今ももうほとんどそういうことになっているのではないのかなと思います。その中

でいろいろ心配するのは、ある子供がそういうような環境の中にあって、先ほど出まし

たけど、心の教育なんかが、行間を読むといったこともありましたけど、その機微をど

うやって感じることができるのか、育てられるのかというのはおろそかにならへんのか

なと。単なるこのデータをこっちからこっちへ持っていったら合わしたりつなぎ合わせ

たりどうこうするだけで、応用力ばかり身につけて、その基本的なこともおろそかにな

らないのかなというような心配もあるのはありますけれども。  

  一番最初に言われた、今もうコンピュータが必要だと。だからまず入れと。環境の中

へコンピュータを入れていかないと、使えないでしょうということ。だから、そういう

ようなことで進めていかないと、この部分もなかなか進まないのかなとも思います。  

  だけど心配になるのは、やっぱりこの物は入れるけど、子供の準備ができていない。

学校の先生の準備ができていないのでは、何のために入れたのですかってなるから、学

校はどうですかというようなのを聞いたんですけど。  

  この中にも書いてあるんです。教員の資質向上ってありますけど、研修などを行う必

要があるということですけれども、こういうのは事前準備として例えばこれでどのぐら

いの期間がかかるのかと言われていましたけど、体制づくりというのか、そういったも

のでまず体制づくりをここまでやりましょうと、この時点でこういうタブレットを入れ

ましょう、電子黒板を入れましょうとかいうのは必要なんかなと。そういう意味合いで、

その計画というのか、そのスケジュールの中にね、もう少し具体的なものとしてないの

かなというふうには思ったんですけどね。年度はともかく、そういうようなステップを

どうやって踏んでいくかという。そして最終的な形へどうやって持っていくかというの

が必要なのではないかなというふうには思いました。  

  お金はお金として、それは教育に使おうが、福祉に使おうが、あるいは土木建築だと

かに使おうが、それはお金はお金として、必要なものであればつもりするのは我々の責

任ですから、それはそれで必要なものであるという共通認識が持てれば、そういう形で

お金はお金として我々はこの事業を進めていきましょうということになると思いますの

で、そのためのある意味、その体制づくり、あるいは人づくり、そういったものを見せ

ていただいたら、より我々も前へ一歩前へ進められるのかなと。必要、必要と言うだけ

でなしに、そういう具体的なものの中で判断できるような土台をつくっていただいたら

なというふうには思います。  
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  だから、きょうこれを立ち上げたのは、結局、皆さんおっしゃったように、この必要

性といったものは私も十分感じていますし、高砂の子供の学力がどうしてもこの平均よ

りも低くなっていると、これを上げるためにこれが使えるのであれば、もう入れていく

というのも必要でしょうし、そうか、あるいはもっと違う形でのその目的があって、そ

の目的でこういう子供さんを育てたいんだと。だから、これを入れていこうというため

にこのＩＣＴ教育環境といったものをどうやってつくっていくかということに利用して

いったらいいのかなと思うんです。そういう意味合いできょうお話をさせていただきま

した。 

  必要性は、教育委員さんそれぞれが持っておられて必要があるということでございま

すので、学校現場もこの部分について、さあどうやって取り組んでいこうかというのは

本当に現実の問題として取り組んでいただかないと、幾ら２０２０年、２２年といった

って、なかなか今、もう２０１９年終わろうとしていますから、なかなか前へいけない

のではないかなと思います。入れるのは、予算さえ組めば入れられますから、入れても、

先ほども申し上げたようにね、使えないとだめですから。  

  それと一つは、子供さんもこれを入れて教育していくといったとき、子供は逆に戸惑

いとか、そういうのはないのかなと思ったり、心配もします。そういったことがないよ

うに、先ほど言ったように体制づくり、ちゃんとしていただいたらなというふうに思い

ますので、きょうはそういうお願いをさせていただいて、あがってきたときにはあがっ

てきたということで、また一緒にもう１回また議論をさせていただきたいというふうに

思いますので、よろしくお願いします。  

  この議題についてはこれで終わらせていただいて、二番目の学校施設への空調設備設

置後の利用状況についてに入りたいと思います。どうぞ。説明してください。  

 

○永安正彦教育部長  

  それでは２点目の学校施設への空調設備設置後の利用状況について御説明いたします。

会議資料の６ページをお願いいたします。  

  表でお示しをしております。７月、８月、９月というところで７月１日から空調を利

用しておりますので、３箇月分の状況でございます。学校ごとに室内温度、これは空調

入れる前の温度です。この温度につきましては欄外に注意書きとしてお示ししておりま

すが、空調機の測定でございます。各教室におきましては、通常の温度計も設置してお

るんですけれども、この機械のほうが自動的に計測してレポートがあがってまいります

ので、それを今回は利用させていただいております。  

  それと稼働後の室内温度。これは空調を稼働して下がった温度でございます。こちら

のほうも機械がレポートをあげてきたものでございます。機械がレポートをあげてきま

すので、あげる前の温度につきましても機械読みの温度というところで今回、そのデー

タを使わせていただいております。  

  それと外気温につきましても、機械のほうが外気というところの計測をしました温度

となっております。それぞれ、毎日計っておるんですけども、毎日をお示ししますと表

が膨大になり見にくいというところもございますので、それぞれの月の平均値をお示し

しております。  

  それぞれごらんいただければわかりますように、空調を入れますと大体設定温度２６

度から２８度、その部屋の状況に応じて各部屋、教室ごとに教員が判断してくださいと

いうところの利用マニュアルとなっておりますので、その範囲におさまっており、機械

としましても順調に動き、結果として子供たちが過ごしやすい環境になっておるのでは

ないかというふうに思っているところでございます。  

  ８月、９月につきましても同様に各学校において必要な場合に空調を入れております
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ので、暑いのに各部屋で入れてないというようなところはございません。十分に利用し

ていただいておるというところでございます。  

  資料につきましては以上です。  

  それと、子供たちの実際の声と学校の声ですけれども、数字的なものはなかなかあら

わしにくいというところで、体感的なものというふうなものであるんですけれども、や

はり暑さによる児童の疲労感は減少しておるとか、体育ですとか、長い休憩時間の後で

も集中力が持続できたというふうなことを聞いております。それと、生徒が落ちついて

いるので授業の進行がスムーズに進んでいるというふうなところもあります。  

  ただ、課題といたしまして、やはり空調の風の当たる当たらないという場所がありま

すので、当たるところの子供は寒いと言ったりというような声もあるんですけれども、

そこにおきましても各教室ごとの判断で、例えば体操服の長袖を着てもいいよとかいう

ふうなとこで教師のほうが的確なアドバイスをして寒くないようにというところの配慮

を行っておるということも聞いておるところでございます。  

  簡単ですが説明以上です。  

 

○登 幸人市長  

  室内温度で稼働後って書いてありますけど、これは何か制限をつけているんですか。

何度以下にしなさいとか。何か温度設定は何度かにしている。 

 

○永安正彦教育部長  

  室内温度につきましては、２６度から２８度内で設定してくださいというふうにマニ

ュアルを決めておるところです。  

 

○登 幸人市長  

  ２６から２８。  

 

○永安正彦教育部長  

  はい。 

 

○登 幸人市長  

  現実には今、声があったということですけど、大体２７．８度、２８度もあるし、そ

れぐらいかな。大体２７度台が多いんですけど。２７度というと暑くないですか。正直。

外の温度とは、ね。ちょっと低いかもわからないけど。せっかくつけているのだから、

もう少し暑さも蒸し暑さも感じないような設定温度でしてあげたほうが、子供さんにと

ってはいいのではないかなと思いますけどね。この温度、２６から２８やから、これ２

６度台って余り、阿弥陀小学校ぐらいかな。高砂中学校もあるのかな。余りないから。  

 

○永安正彦教育部長  

  一応、各学校にお聞きはしまして、最初は２８度ぐらいでというようなところでお示

ししとったんですけど、２８度ではやっぱりちょっと暑いというような声がありました

ので、そうですよねというようなところも判断させていただきまして、２６度から２８

度ぐらいというところで再度お示ししたところ、２６度まで下げたら、快適になりまし

たというようなこともお聞きしておりますので、またそれはことしの気候もありますし、

来年もまた気候もありますので、来年もし猛暑とかでもうちょっとという声がありまし

たら、そこは臨機応変に対応したいと考えております。  
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○登 幸人市長  

  遠慮しないで温度設定はしていただいたらいいと思います。  

 

○吉田美香委員  

  子供さんたちからね、お聞きした話ですけど、その子供たちは大型量販店のイメージ

で物すごい涼しくなるんじゃないかというイメージを持っていたみたいです。エアコン

がつけば。だから、そんなに涼しくはないけども、さらっとしているから気持ちいいと

いうことを、もう皆さんがおっしゃいましたね。湿度がコントロールされているのがす

ごく過ごしやすいみたいです。保護者の方からお話を聞いているのは、授業中ノートが

きれいになったとか、書き方がきれいになったとか、帰ってきてから夕方ぐずぐず言わ

なくなったとか、暑いと夕方もうつかれてきたらぐずる、何を言っても言うこときかな

いとか何かそういうのがなくなったとか、そういうようなお話は結構聞きました。  

 

○布施隆志教育委員  

  一般的にいったら、集中力だとか、勉強の持続力だとかが上がると思いますね。これ

は姫路市役所が新聞紙上で書いてある。 

 

○登 幸人市長  

  はい。２５度ね。  

 

○布施隆志教育委員  

  ２５度、あれで効率が上がって、１４％の残業時間が短くなっていますから。という

のは、要は効率が上がったので、勉強においてもやはり集中力だとか効率は上がるとい

うようなのが同じ人間なので、そういうふうに理解していいかなと思いますので、それ

はもう本当に効果は絶大なことで期待できるんじゃないかと。学力の向上にも期待した

いですよね。  

 

○登 幸人市長 

  そうですね。 

 

○衣笠好一教育長  

  本当に市長さんの決断で空調つけていただいてありがとうございます。  

  私、そのときに短縮のこともありましたので全校回ったんですね。小中学校。子供た

ちの声を聞きましたら、吉田委員さんが言われたように本当に湿度が低いということが

すごく快適で。今、市長さん、２７度は暑いのではとおっしゃいましたけど、温度を見

たらやっぱり２７度とか、８度ぐらいのとこもあったんですけど、でも体感としてはす

ごく心地よい感じでしたので、子供たちに聞いてもそういう声がありました。学校の先

生方に聞くと中学校なんかはだらしない格好していたのが改善されたとか、授業に集中

したとか、今まで下敷きをうちわがわりに仰いでいるのがなくなったとかいうふうなこ

ういう話も聞かせていただきました。本当にありがとうございます。  

○登 幸人市長  

  ありがとうございました。このエアコンも先ほどのコンピュータも一緒でね、家へ帰

ったら全部つながっているんですね。大体ね、大体の家がね。学校だけがないというこ

とですから。環境は同じようにしてあげないと、子供も生活しにくいわね。  
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○衣笠好一教育長  

  いろいろ聞く中で、寒いという子の体調、個人の体調もありますし、今、部長が言い

ましたように風向きもありましたけど、一人一人の子供に向かい合うということも必要

やなということを先生方とお話しました。  

 

○登 幸人市長  

  教室を貸していただいて学童用に使っていますよね。あの教室は入っているんですか。 

 

○衣笠好一教育長  

  入っています。 

 

○登 幸人市長  

  入っているんですか。  

 

○衣笠好一教育長  

  学童は入っていますね。  

 

○登 幸人市長  

  音楽教室と普通教室だけ入れようかといってしましたけど、それは入っているの。 

 

○衣笠好一教育長 

  学童保育の部屋には以前から入っていますので。  

 

○登 幸人市長  

  以前から入っているのか。  

 

○神尾信作教育委員  

  その件ですが、普通教室とか教室につけていただいたので、また次のことまた、調子

よくなれば思うのですが、それ以外の特別教室で例えば理科室だとか、家庭科室とかい

うのはやっぱり火を使ったりするので、どうしても普通教室よりも室温が高めの場合が

多いんですよね。ですから、つけていただいて、すぐにまた次のというのは言いにくい

とこではあるのですが、次のところはその辺の特別教室のほうにもちょっと目を向けて

いただけたら。そういう声もどうしても、理科の教師はずっと理科室でやっていますし、

その辺でちょっと気になったところではあります。  

 

○登 幸人市長  

  はい。まだ残っています。認識しています。  

  済んでみたら何でもそうですけど、一緒に入れとったらよかったなと思うんですけど、

こんなこと言うたら怒られてしまいますけどね。やってみたらそんなもんです。  

  思っていたよりも大分安くなったんやね。時期も早くなって、あかん、だめやって言

われとったやつができるようになりましたので、あれは助かりましたね。  

 

○山名克典教育委員  

  いいですか。結局、このクーラーをつけて熱中症的な子も減ったし、体調維持できる

ようになっていいことはあるし、今度暖房が入ったときに、今先ほど言うたように湿度

の問題で、今度暖房をつけると湿度が落ちたときの問題がいろいろあって、今検討して
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くださいって、いわゆる加湿するための操作をどうするかいうのはいろいろ言っている

し、病気の問題からいったら湿度が下がると、インフルエンザなんかもう一気に流行し

やすくなったりいろんなことあるし、そこら辺のことも今後暖房使いだしたときの問題

として、前も教育委員会で言ったんですけど、ＣＯ２の問題とかいわゆる部屋を閉め切

る時間が長くなってきたときの部屋の中の環境というのは、温度だけではなく、湿度と

閉め切ることによっての環境というのはやはりそれなりに注意深くチェックしていかな

いとならないので、そこら辺は管理体制きちんとしてくださいねとは言っていますので、

今度冬場になって暖房使いだしたときの、ですよね。そういうのも考えていかないとい

けないと思っています。 

 

○登 幸人市長  

  冬場の暖房入れたら加湿か。そうやね。  

 

○吉田美香委員  

  加湿に関しては、何か世の中でかわいい加湿の道具というのもいっぱい出ているので、

子供たちにそういうアイデアをね、募ってみたらどうかなというのを提案させてもらっ

ているんですけど。水を吸う紙というのを使って、すごくかわいいいろんなグッズが出

ているんですね。子供がそういうアイデアを考えてくれたらすごく楽しいんじゃないか

なと思うんですけど。  

 

○布施隆志教育委員  

  考える力をそこでもまた、利用するという。  

 

○登 幸人市長  

  そんなん考えておられるんですか。  

 

○布施隆志教育委員  

  アイデアを募って、それで賞を、教育長賞か何かをつくろうかと。よかったアイデア

に対しては。  

 

○登 幸人市長  

  なるほど。  

 

○吉田美香委員  

  提案の段階なんですけど。  

 

○登 幸人市長  

  そうですか。  

 

○吉田美香委員  

  でもみんなで考えて、自分たちの生きている環境をよくしようとすることって大事な

ことだと思うので。  

 

○登 幸人市長  

  そうですね。 
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○布施隆志教育委員  

  全てが全て機械、機器を置いて加湿するんじゃなくて、自分たちで手づくりのもので

何かできないかとか。  

 

○登 幸人市長  

  なるほどね。  

 

○山名克典教育委員  

  逆にいうたら、本当に太陽光発電のときのエコの考えの、そのね、各学校にあるのと

一緒で、今度実際ガス使いだして電気使いだしてやったときに、そうしたらエコという

のも考えていかなきゃならないし、環境改善してできたら、それはそれなりのいろんな

ことが人の二酸化炭素もあるし、逆にいうたら、いわゆる化石燃料を使っとるのやった

らそれ、そういうのを全部考えてね、いろんなこと、一つの教材として考えてもらって、

せっかく提供してもらったいろんなことを考えて、もう本当に考えるもとに何でなっと

るのかということをいろいろ子供自体が考えてくれたらうれしいなと思いますよね。  

 

○吉田美香委員  

  各教室の温度湿度計というものを置いていただいたんですよ。そうしたら、子供たち

はそれをちゃんともう学びに使っていて、きょうは湿度６０％やったからすっきりして

いたわとかね。もうすごい湿度と体感をマッチして考えるようになっているのですごい

なと思って。  

 

○登 幸人市長  

  わかりました。２番は一応これで報告させていただいて、３番のその他にいきたいと

思います。その他、何かありましたらおっしゃっていただいたらと思います。よろしい

ですか。  

 

○吉田美香委員  

  一言だけ済みません。  

 

○登 幸人市長  

  はい。どうぞ。  

 

○吉田美香委員  

  教育現場、年々、学習障害だとかいろいろ人手のかかる状況が年々ふえてきています

ので、スクールアシスタントだとか人的な配置ですね。できるだけよろしくお願いした

いと思いますので、もう１年１年、今、３０人に１人、学習障害の子供がいます。とい

うことは、ほとんどのクラスにいるわけですね。そうすると１人の子のために授業がと

まるという状況が現実にありますので、またお心にとめていただければと思いますので、

よろしくお願いいたします。  

 

○登 幸人市長  

  わかりました。それまた、各学校で把握できとるわけだよね。それについてどうとい

うのは、またお話、予算の段階ででもお話いただいて。  
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○山名克典教育委員  

  その兼ね合いであれですけど、この就学指導、僕行かせてもらったんやけど、特別支

援教育の中で今この中で、パソコンの台数も４１台とかいうて入ってきているんやけど、

結局そのいろんなツール、すごく大事なものがあって、パソコン以外のものでもいろん

なものが大事なものがあって、そういうのが結局、特別支援教育の中で欲しいものが全

然そろってないというのがあって、今、事務局に各担当の先生方に欲しいもの１回ピッ

クアップしてって。今、なかなかそういうのがね、組織だってあがってこなかって、個

人の先生方がこれ欲しいけど、これ欲しいけどってなかなかまとまってこなかったので、

今、課長に全部出してもらって、必要なものはまとめて出して要求していかないとだめ

でしょうということで言っていますので、いろんな予算やっぱり絶対必要なものはあげ

ようよということで言っていますので、また予算請求、いろいろこういうのが欲しいと

いうことで要求があがりますけど、よろしくお願いします。  

 

○登 幸人市長  

  はい。 

 

○布施隆志教育委員  

  済みません。いいですか。  

 

○登 幸人市長  

  はい。 

 

○布施隆志教育委員  

  高砂市はいろいろとエアコンをつけたりだとか、教育環境も力を入れさせているので、

ただ少し残念なのが、広報的なアピール力がほかと比べてやはり落ちているんじゃない

かというのがあって、高砂には待機児童はゼロですよとか、いろんないい面があるんだ

けども、それを要するに皆さん、一般の人たちがどこまで知っているのかなというとこ

ろが、少し残念だなと思うことが多くて。  

  高砂一番の課題はやっぱり市長が今、頑張っていらっしゃる人口減対策ですよね。や

はり、子供を産んでここで育てたいという親たちは、ここに住んで非常にメリットがあ

るかどうかというのは判断すると思うんです。高砂には工場関係、企業があって、昼間

人口、夜の人口というのがありますけども、高砂の市で勤めているけども、ただし住む

のは近隣のほうに流れているという現象が今、特にそれが激しい。それはやはり高砂の

良さをまだまだ皆さんは知ってないんじゃないかというところがあると思うんです。そ

こを何とかね、広報の力で何とかもっともっと高砂のいいところをアピールできないか

なというのが。どうしても私もそうだけども、工場があって、ここに勤めていました。

今までは社宅が高砂市内にあったので、高砂市におのずから住んでいたんですけども、

今はもう社宅がなくなってほとんどの会社の社宅がなくなると、自分で選択する。それ

でどこを選ぶのかという借り上げになっちゃうんですけども、そのときに特に２０代、

３０代の人たちがどうしても外に出てしまっているというのが現状なので、やはり子供

を育てたい。ここで育てたいと思うには、もうちょっと宣伝力を持って、高砂で今まで

やっていることを、また何か外に知られていないなと思うので、これだけ頑張っていま

すよというのを、もっと市長さんが広報のほうに強く訴えてもらって宣伝してもらえな

いのかなというのが思います。  
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○登 幸人市長  

  広報についてはいつもそのように私も思っています。ただ、高砂市の職員さんは皆さ

んそうかなと思うんですけど、やっぱり自慢するのが下手や。自慢するのはどちらかと

いえば美徳に反すると言ってというようなところもあるのかなと。謙虚になり過ぎてい

るところがあるのかなと思いますね。  

  いつも何か受け身のような気がしますね、市の職員というのは。議会なんかでは、い

つもそうですけど、我々は提案する側ですから、その提案した内容については批判的な

目で見る人もいらっしゃいますし、肯定的な目で見る人もいらっしゃいますけど、やは

りそれに対する意見というのは出てきますから、その意見に対してどう答えていくかと

いうので、それで精いっぱいになっているのではないのかなと。提案するということの

先に自分たちが実現していくという、その喜びを感じて、今堂々と提案していこうとい

う部分が少ないのかなと思ったりもします。  

  それが結局、高砂はこうですよ、こうですよというのがちょっと少ないのかなという

ふうには思っているんですけど、広報のちょうど私の直属に秘書広報広聴室というとこ

ろで広報発行しているんですけど、毎月発行するやつで毎月何か高砂市の現状を書けと。

あるいは、今、高砂市こんなん考えていますよというのも書いてくれというのを言って

いるんですけど、何かしらのことは書いていただいていますけど、大概お知らせになっ

ていますね。今、高砂はこういうことを考えて、こういうふうにしたいとか、こういう

のを描いていますよとかいうのは、少ないようにも私自身思います。  

  ただ、現実に言われたように、これ転入転出人口減少の中で、転入転出でゼロ歳から

９歳の部分見ますと、５０人ほど、これ去年の数字やったと思いますけど、５０人ほど

ふえているんですね。そこだけふえている。１０歳から１９歳、１１人ふえているんで

す。５０人、１１人子供がふえているんですね。ただ、言われているように２０代、３

０代がどんと減っているんですね。ですから、ここが一つ問題やなと。子供がふえてい

るということは、今やっている、その高砂市の福祉行政とか教育行政とか、ある程度は

認知されているのかな。認識されているのかなと思うんですけど、２０代、３０代がそ

うしたらなぜ出ていくんだと。  

  この前も議会でも申し上げたんですけど、住む家が建っていないのかなというふうに

思っています。私自身思っています。というのは、平成の初めのころ、１０年まで、平

成１０年が人口ピークですから、９万９，４２２人、ピークやったんですけど、それま

では年間新築住宅ですね、木造も非木造も入れて、マンションとかも入れて、大体年間

７００から８００戸あったわけですね。今は３００戸あるかないかです。ですから、３

００戸、７００、８００も３００戸も地の人がそのまま家を新築、新宅で家を建てると

か建てかえるとかいうのもありますから、実際的に入ってきた人が何人おるのかいうの

はちょっと調べていませんけど、ただ戸数だけで見ればそれだけの。  

  例えば明石市は人口がふえています。明石市がふえたのは何やっていうたら、大久保、

魚住のあたりを区画整理して住宅開発でどんとマンションが建ったり家が建ったりして

います。あそこが人口がふえているんですね。明石の町の中というのか、あそこは減っ

ているんですね。  

  ですから、開発というのか新しい住宅が建たないと無理かなと。幾ら空き家がありま

すよって。空き家、高砂市も千戸ほどありますけど、空き家へどうぞ住んでくださいと

言うたって、町内の中で空き家が１軒ぽつんとあるから、ここへ住みなさいって、外か

ら入ってきて若い子がまず住まないですよね。何軒か開発されたところで住むというこ

とが一般的かなと思いますので、その住宅開発も必要かなというふうに思っています。  

  そういうことで、ことしも住宅の不動産屋さんを集めまして、高砂市内でともかく開

発やってくれって。土地がもし何平米の土地がいるというたら、市も一緒になって探す
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からって。向こうのほうが情報を持っていますけどね。そういうような話もさせていた

だいて、ともかく高砂でやってくれって。これがだめやったら、また補助を出すとかね、

というのも考えてもいいなと思っているんですけど。１開発につき、１戸について例え

ば幾ら、幾らぐらい補助しますよっていうようなこともいいかなと思ったり。今、１軒

新築したら３０万円か。引っ越ししてきたら１０万円、１５万円渡しますよというよう

な施策をやっていますけど、それは個人に対してやっているので、もう不動産会社に対

してね、するのも一つかなと思ったりもしますので、そういうことも現実にありますの

で、これをそうしたらちゃんと広報に出したら、高砂市こういうことやなというのも、

今さっき言われましたように待機児童ゼロを続けるということも、６０何年か続いてい

るんですよというのが一緒に言えると思いますのでね。そういうアピールの仕方という

のを、宣伝が下手なんですね。それは認めております。だから、頑張っていこうって言

っているんですけど、ちょびちょび表紙が変わったり、内容が時々これいいこと書いて

るなというのがあるんですけどね。徐々に変わっていくと思います。市の職員も自信持

って自分がやっていることを外に向かって堂々と言っていけるようにね、なるようにす

るのが一番かなと思っているんですけど。はい、気をつけます。  

  あとございませんか。  

  なかったら、第１回高砂市総合教育会議を終わらせていただきたいと思います。  

  どうも本日はありがとうございました。  

 


